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　＊本文は、Monika Wagner, Bild‒Schrift‒ 
Materia l Konzepte der Erinnerung bei 
Boltanski , Sigurdsson und Kiefer, in: B. 
Erdle und S. Wegel (Hg.), Mimesis und Bild 
und Schrift ‒Ähnlichkeit und Entstellung im 
Verhältnis der Künste, Böhlau Verlag, 1996. S. 
23-29. の部分訳である。本訳文では、字数の関
係上、この三者のうち、殊にキーファーの作品
の分析が優れていると思われるので、多めに訳
出した。なお、筆者のM. ワグナーは、絵画お
よび美術史、考古学と文芸学を学んだ後、87年
よりハンブルク大学で美術史の教授を務めてい
る。18 ～ 20世紀の絵画と知覚理論に関する書
物がある。
